
問１５地域福祉館について 、どのようなことでもかまいませんので、ご自由にお書きください。
　災害時の避難所としての活用について、もう少し「市民のひろば」で広報してもらいたい。

　桜島からは遠く不便。バスの便数も少ない。福祉プラザとか桜島から通える場を！障がい者（聞
こえない人も含む）仲間がいつでも集える場の提供を！障がい者、高齢者が楽しく交流できるよう
に、生きがいを感じさせる場を！

　マンション住まいで町内会費等を収納しているが福祉館等の情報はほとんど入ってこない。公民
館と福祉館の違いは何ですか。

　いずれ地域福祉館を利用したい。

　鹿児島に引っ越してくる前に住んでた場所で、出産前後の休職中に毎日のように子育てサロンの
ような遊び場に通っていた。幼い子どもがいる人がリラックスして行ける場所が必要だと思う。と
ても大変な時期だったが、そこにいた先生（その施設にいた方）と何気ないことを話したりできた
ことで私はとても助けられたと思っている。

　市民のひろばを開いて見てみたけれどどれのことかわからなかった。近所のどこにあるのか、避
難所になっているのか全然知らない。

　今回アンケートに答えて、地域福祉館の言葉は知っていたが、内容までは知らなかったことに気
づかされた。福祉と聞くと高齢者対象という思い込みが強かったと考える。そして以前は働いてい
たので、平日に開催している案内だろうと気に留めていなかった。

　郡山小学校内にあるコミュニティセンターは地区民があまり利用していない気がする。もっと活
用の場を校区民にも知らせた方が良いと思う。

　福祉館の内容をもっとＰＲすれば活用者が増えると思う。

　災害の指定避難場所として広くアピールして設備を充実していくことを市民として望みます。

　高齢者や若い親子連れが利用するイメージ。市民がまんべんなく利用して楽しめるイメージづく
りとその実行をしてほしい。

　防災グッズ等の展示、販売があればいいなと思います。近くの公園等を使い、防災キャンプの体
験ができるようにするとか。

　地域の皆様のコミュニケーションの場にまた、個人の勉強や趣味を楽しむ場所。とても良い施設
だと思います。

　地域福祉館の活用についてなかなか内容が分かりづらいのではないかと思います。もう少し地域
の方々に手短な趣味（写真）・教養活動（PC・書道・硬筆など）を奨励し、地域のまちづくりに
貢献度を上げたらいいのではと思います。

　土日祝日等、開放されていれば孫を連れて自由に遊ばせることができるので助かるかなと思いま
す。

　独居のお年寄りには必要な施設なのかもしれません。こういう施設は、いつも同じ人が集まって
いて、新参者にはハードルが高いイメージがあります。

　多様な人々が利用できるように活用してほしい。基本的にこの手の施設は専業主婦子ども老人に
のみ利用される。DINKS、働き世代は利用する機会がない。

　若い世代に馴染みが少ないもしくは、全くないので、幼児から利用する機会を幅広く設ける方が
いいと思う。
そうすることで、世代間交流も生じてくるのではないかと感じます。

　地域によって、福祉館の設備の差が大きすぎる。



　地域福祉館として公民館など他の施設との差別化とその発信が大切だと思います。

　利用したくなるような企画、講座の工夫。仕事帰りに寄れるような。

　とても良い施設だと思う。

　全く知らなかったが幼い頃に1度行ったことがあると聞いた。なまえも知らなかったのでわかり
やすく名前を変えるなどしても良いと思った。

　育児や介護はもちろん貧困問題などを抱える人たちが、気軽に集える場所にしてほしい。また、
そこから、行政支援につなげていけるといいと思う。

　駐車場が狭いので利用しにくい。

　発展を楽しみにしています。

　建物がだいぶ古いものもあるので、出来る範囲でリフォームし、どの世代の方も利用しやすいと
良い。
　壁が開閉式だと、いろんな用途で使い安い。

　家族が毎週体操教室で福祉館を利用しているので、使用料が無料なのは大変ありがたいです。

　存在は知っていても、活動内容は分からず、知る機会も無いです。
　高齢者が利用しているイメージでしょうか？福祉という印象が強いせいか、自分には関係ないと
思っていました。

　存在を初めて知りました。知っていたとしてもそこで何が行われているか情報が入らないと利用
することはないし、情報が入っても魅力的でないとやはり利用なはつながらないとおもいます。一
度でも利用した人達にメアドを登録してもらい、不定期でも案内を出すのが良いかもしれません。
そのためにもきっかけとなる良い行事が必須と思います。

　現在の課題がわからないから、考えようがない。そこも含めてアンケートに記載すべき。

　知らない方も多いと思うので周知させた方がいい。

　場所も知らない

　活動内容がよくわからない。もっと積極的に広報しないと、地域内ても知らない人が増え税金の
無駄使いになると思う。

　地域にとって必要な施設だと思います。



問３３：農林水産業について、どのようなことでもかまいませんので、ご自由にお書きください。
　鹿児島市は、農林水産物が多いので、もっと行政を中心にPRして地場産業の支援をしてもらい
たい。

　特に郡山はいのししが畑や田んぼ、山林に出て作物を荒らしてしまい、荒れ地の整備対策をして
ほしい。庭にたぬきやアナグマなどとても困っている。近所の農家が大変な思いをしている。

　フェリー利用して桜島、ほかの島ともうまく販路など利用して販売に力を入れてはどうか。桜
島、ほかの島の鹿児島県内の他市にある特産物などの販売に力を入れて農民、漁民に安定した収入
を。害虫や天災に強い対策を。

　自然が大好きなのでもっとイベントを増やして欲しい。稲刈り体験等またやりたい。

　いろんな農林水産物について紹介してほしい。無料公募農林水産イベントバスツアー等企画して
ほしい。

　農林水産業は天候や災害などで影響を受けるイメージが強いので、慎重な人は興味があっても選
ぶことができないように思う。最低限の給料が保障されるのであればやりたいと思っている人も多
いと思う。

　安心安全な食材をできれば安価で買えるように願い、感謝して残さず食べる。エコバッグなど自
然環境保護のため自分にできることを努力したい。

　鹿児島の農作物、魚、肉とおいしい品が多いので、県外の方々に送るといつもおいしいと言われ
る。豚肉にしても肉質がやわらかくて甘い、牛肉も他と違うと言われる。桜島小みかんなど送ると
子どもから年配の方まで食べやすいと言われる。鹿児島の農作物は素晴らしいと思うので、農家、
酪農家、水産業の方々を守っていきたいと思う。県産の品を購入していきたい。

　資源を有効に使ってもらいたい。

　自然を相手にするので大変でしょうね。農林水産業は生きていくのに必要です。

　農林水産物の直売所を合併前の地域だけでなく生産者がいる谷山地区、吉野地区に市役所の協力
で新規に設置してほしい。

　これまで以上に産地がはっきり分かるように表示してほしい

　関わることがないとなかなか深く考えることはありません。しかし、鹿児島は農林水には、とて
も恵まれてる県かと思います。強みをもっと形にしてイベントによるＰＲ、目玉を県内外に。

　鹿児島も農業及び水産業に携わっている方が多い県でもあります。高齢化に伴い両業種の継承者
問題が課題となっております。鹿児島市でも農林水産祭りなどを開催されているので消費者も食に
対する考え方も向上してきています。それに伴って農業・林業従事者の所得の安定化が第一の条件
と思われるが消費者も地産地消を望んでいます。多くの食に対するイベントの開催を多く望みま
す。

　鹿児島には美味しい物素晴らしい物がたくさんあると思いますが、県民性なのか県外でも県内で
もPRがうまくないと思っています。もっとたくさんの機会を作って美味しい物素晴らしい物をPR
してほしいです。本物が伝わる時代だと思います。

　今は妊婦のためスーパーで買うことが多いが、以前は直売所で野菜果物肉を購入していた。なん
といってもスーパーより鮮度が良く安く日持ちし美味しいということだ。その魅力に気づいていな
い人がまだ多くいる。特に20代～30代の人に多く見られる。鹿児島県産のものは他県に比べ品質
が高いので、アミュ広場やイオンなど又は県外でPRし、もっと多くの人に買ってほしいと願って
いる。料理が苦手だが新鮮な美味しい野菜で料理をすると料理又は食に関心が強くなったので、鹿
児島県産のものには年を重ねるごとに感謝している。今業務用スーパーなどで外国産ばかりでいち
いち表示を見てから買う世の中だが直売所だとすべて県内産生産者の名前が書かれており、安心で
きる。以前おいどん市場に行ったときにホウレンソウを買った。その時に生産者の方がたまたまい
らっしゃって料理を教えてくださりうれしかった。直売所はスーパーよりも色々聞けるのでありが
たい。

　宮崎県など近隣の県と特産品が似ている中で、鹿児島の方のアピール下手が目立つ。殿様な気質
のためか、鹿児島を第一、視野が狭い。せっかくの特産品をどうアピールするかは県外から来た人
の感性を活かしてほしい。



　農地の計画的効率的な確保

　農業者の方と携わる仕事をしています！
　皆さん天候に左右されながらも一生懸命頑張っていらっしゃいます。応援していきたいです！

　一昔ほどではないが、やはり自然を相手にすることでの様々な不安定さはイメージとして強い。
　実際には自給率を考えると確実に必要性は高いので、安定した収入が比較的高いレベルになるよ
うに自治体のサポートが必要だと思う。
　若い世代でなくとも、一念発起して飛び込める後押しが欲しい。

　生活に欠かせない

　非正規雇用の方々向けに農林水産業の就労促進などを行うといいマッチングが生まれるかもしれ
ないかなと思います。

　鹿児島の基幹産業、6次化を進めて、全国にPR。インターネットの活用。瓶詰・パッケージング
に工夫を。おいどん市場にいろいろ売ってるけど、ドレッシングとかジャムとか、パッケージがお
しゃれじゃない。ただ詰めればいい、中身には自信があるって言っても、外見も大事。大手が出し
てない商品開発も必要。似たようなものを作っても野暮ったいものは買わない。健康に特化した、
今までにない地域限定の商品を作る。指宿は空豆、オクラ。鹿児島は？共通したブランドを作っ
て、道の駅とかで販売する。

　カンパチなど海外への販路拡販をすすめる

　自然豊かな鹿児島だからこそ他県には真似できない事があるのでは！

　スーパーではできるだけ鹿児島の物を買っていますが鹿児島市、という括りで気にしたことはあ
りませんでした。

　農林水産業は第一次産業でありながら、昨今は軽視されているように感じる。鹿児島県は、農林
水産業のすべてにおいて魅力があり、ポテンシャルを秘めている。特に、鹿児島市は、鹿児島県の
中心都市として発信できる力をもっている。市内の繁華街にも、市内外の製品を紹介するアンテナ
ショップがちらほら見かけるようになった。このように、連携したとりくみが広がっていくといい
と思う。

　鹿児島は台風が多いので、災害時の予算を農林水産業界の方々へ手厚くして欲しいです

　鹿児島県の食材は安全・美味・新鮮三拍子そろったすばらしい食材が多いと思う。販売路線の拡
大や後継者育成など行政がしっかり支援していってほしい。

　地元が漁業が盛んなので身近に感じるが鹿児島市内に住んでるとあんまり思わない。

　応援しています！

　学校イベントを通じてもっと農業について子供達が触れる機会が増えたら、子どもたちも興味を
持ってくれると思うし、それが子供達の食育へもつながると思います

　自然災害に左右される産業ですので、海水を使用する陸上で行う養殖とか建物内で栽培する野菜
などリスクを軽減する様、場所、方法、指導して見てわかりやすい、安定させる産業になって欲し
いです。

　鹿児島牛や黒豚、カンパチ、さつま芋など鹿児島の特産物は全国でも知名度が高い。今後も後継
者の育成、労働環境の改善、さらなる販路拡大のために市や県がもっと積極的に取り組んでほしい
と思う。

　未来へ向けて、今よりも若者が働きたいと思える業種へ待遇の向上やイメージアップが必須

　鹿児島県内の食材はとても美味しいと感じている。
　美味しさが全国的に伝わっていないように感じるので、もっとアピールしても良いと思う。
　謙虚な姿勢があるテレビでは、県民性が出て、それも良さと言われていましたが…ブランド化さ
れるといいです。



　従事者が減少していることは、日本全体の問題だと思う。

　家庭でも出来る野菜の栽培等の宣伝、広告などで子供たちへの楽しさを伝えることが出来れば
もっと若者の意識を農林水産業に向けることができるような気がする。

　山、海の両方の自然に恵まれた鹿児島市ですが、実際に肌身で農林水産業に触れる機会は少ない
と思います。中央魚類市場にたまに魚を見に行きますが、市場に並ぶ様々な魚を子供たちにも見学
する機会を設け、小さい頃から農林水産業というものを身近に感じ興味を持たせるような試み等も
必要なのではないかと思います。

　農作物の直売所は時間があれば利用している。生産者の情報はなんとなく見てはいたが、今後は
市内産であるかもチェックしようと思います。

肉体労働
天候に左右される
日焼けする
新鮮な物が食べれて健康そう

　最近はスーパー内に特設コーナーがあるので、手に取りやすくなりました。

　簡単ではないが、何か特徴を捉えてブランド化できれば売りになると思う。

　地産地消は気にしていますが、積極的に農業に関わるようなことはできてない。

　わたしたちの生活に直結してる農林水産業を、当たり前のように感じていている人が多いと思い
ます。それも、携わってくださっている方々がいることを忘れず、生活していかないとなと思いま
した。

　県内の外食産業をみると、素材が良いのに活かしきれていないと思うことが多い。県外、国外へ
の売り込みが必要。

　なかなか身近に感じられるものではないのでもっとＰＲが必要かも

　物産館などでは、よく見かける県産食材も、最近は、スーパーでも見かけるようになりました。
鮮度が良いですし、積極的に購入したいです。

　食の基本になる産業なので、県内産のいいところを県内外にアピールしてもっと産業を活性化で
きたらいいと思います。

　子どもの頃から身近な体験として関わるようにしたい。学校教育でも取り組むべき。

　従事者の所得向上につながる取組をよろしくお願いします。

　鹿児島にはおいしいもの、素晴らしいものがたくさんあると思うが、県民性なのか、県外でも県
内でもＰＲがうまくないと思う。もっとたくさんの機会を作っておいしいもの、素晴らしいものを
ＰＲしてほしい。本物が伝わる時代だと思う。



問４６ 「歯周病検診」について、どのようなことでも構いませんので 、ご 自由にお書きください。
　市内の歯科医院へ歯周病検診の重要さを患者に説明し、歯周病についてのチラシを配布し、受診
率の向上を図る。

　気軽に行ける場所を作って欲しい。歯科医は多くあってもなかなか行きにくい。

　歯医者に定期的に通っているので必要ないと思っていた。

　歯周病は本当は恐ろしい病なのに本当の恐ろしさがわかっていないということが受診率の低さだ
と思う。まず受診して発症しているかしていないかを知ってもらうこと、そしてそれが恐ろしい病
気を引き起こす要因になることを身をもって感じてほしいと思う。心筋梗塞の歯周病率をＰＲして
はどうか。

　これから歯周病検診を受けに行きたい。

　テレビで高齢者がやっておけばよかったと後悔していることランキングで歯の治療という項目が
上位にあったことが印象に残っている。子どもが小さかったころは歯医者に行く時間も取れなかっ
たが、今は時間がとれるようになったので定期的に歯医者に行くようにしている。

　永久歯抜歯の原因の一位（37.1%）なのに歯周病検診受診率は約3%とは少なすぎる。もともと
歯医者はできるだけ行きたくない場所なので、認知度を高めるために知らせ受診しやすくし、促し
た方がいい。

　現在はコロナの影響で歯科医へ行くのを自粛しているが、前は一か月に一度、歯のチェックとプ
ラーク除去などのメンテナンスをし、半年置きに歯周ポケットチェックをしてもらいました。歯磨
き講習を受け、今そのことを思いだし歯のメンテナンスを自己で行っている。歯周ポケットも歯磨
き一つで小さくなるので、歯科医で一年計画みたいなのをするとみんな歯について考えるのではな
いかと思う。

　歯周病の恐ろしさを説明する機会を与えてほしい。歯科医院に行くのは虫歯になってからではな
く、定期的に行って歯のクリーニングをすることによって虫歯にもならず、お金もかからないとい
うことを、幼いころから説明してほしい。

　年齢を重ねていくと虫歯より歯周病になることが怖い。現在も2カ月に1回検診を受けている
が、もう少し早くに取り組んでおけばよかったと後悔している。個人の意識も大切だが、人生100
年といわれている現代、行政の意欲的な取り組みも大切だと思う。歯が悪いと成人病にもつなが
る。

　歯周病が体に及ぼすことなど具体的にＰＲしてください。

　江戸時代の日本人の死亡原因は、虫歯だそうです。歯の痛みは、つらいです。８０・２０で頑張
りましょう。８０歳まで生きていればです。

　歯周病が心臓病などに関係があることを歯科医院や職場や学校などでもう少しアピールしてほし
い。

　歯はとても大切なものなので、幼稚園、小学校と小さい時から歯磨きやフロスを使って歯を守る
ということが当たり前だと習慣づけることが大切だと思う。虫歯が無くても歯医者に行く習慣があ
ると、大人になってからも習慣としていくので、歯周病の人も減ると思う。

　最近「歯周病」は、痴呆症とも深いかかわりがあると聞いております。老齢化が進む現代におい
て、市が県が国が進んで定期的な検診と対策等を検討していただき、高齢であっても、他と関わり
あえて楽しく社会に貢献できるお年寄りそれが一番かと思います。


